茶 苦 茶に y J の 材木 の 使用 を 宣伝し 奨励し て 棺桶な ど に 

まで この 良材 を 使わせた せいだと いうう わさ も ある。 

これ はゴ シ ップ ではあろう がと かく あすの 事 はかま わ 

ぬがち の 現代 為政者の しそうな ことと 思われて おかし 

さに 涙が こぼれる。 それ はとに かく、 さし 当たって そ 

ういう 土民に 鉄筋 コンク リ— トの家 を 建てて やる わけ 

トゥカ ッづく 

にも 行かない とすれば、 なんとかして 現在の 土 角造リ 

の 長所 を 保存して、 その 短所 を 補うよう なし かも 費用 

の あまり かからぬ 簡便な 建築 法 を 研究して やる のが 急 

務 ではない かと 思われる。 それ を 研究す るに はまず 

トゥカ ッづく 

土 角 造りの 家が いかなる 順序で いかに こわれ たかをく 



なって 来て、 事故の 第一 原因が ほとんど 的確に 突き 留 

めら れ るよう にな リ、 従って 将来、 同様の 原因から 再 

び 同様な 事故 を 起こす ことのな いような 端的な 改良 を 

すべ ての 機体に 加える ことができる ようにな つたこと 

である。 

この 原因 を 突きと める までに 主として Y 教授に よ つ 

へ た たんていしょうせつ 

て 行なわれた 研究の 経過 は、 下手な 探偵小説 などの 

話の 筋道より は 実に はるかに おもしろい ものであった。 

乗組員 は 全部 墜死して しまい、 しかも 事故の 起こった 

よりず つと 前から 機上よりの 無線電信 も 途絶えて いた 

から、 墜落 前の 状況に ついては 全く だれ 一人 知った 人 



はない。 しかし、 幸いな ことに は 墜落 現場に おける 機 

体の 破片の 散乱した 位置が 詳しく 忠実に 記録され てい 

て、 その上に また それら 破片の 現品が たんねんに 当時 

のま まの 姿で 収集され、 そのまま 手つ かずに 保存され 

ていたので、 Y 教授 は それ を 全部 取り寄せ てまず その 

ばらばらの 骨片から 機の 骸骨 をす つかり 組み立て ると 

いう 仕事に かかった、 そうして その 機材の 折れ目 割れ 

目 を 一 つ 一 つ 番号 をつ けて はしらみ つぶしに 調べて 

行って、 それらの 損 所の 機体に おける 分布の 状況 やま 

た 折れ 方の 種類の いろいろな 型 を 調べ 上げた。 折れた 

機材 どうしが 空中で ぶっかった ときに できたら しい 傷 



あと も 一 々たんねんに 検査して、 どの 折片 がどうい う 

向きに 衝突した であろう かとい うこと を 確かめる ため 

ろうが た 

に、 そうした 引つ かき 傷の 蠟形を 取った のと それらし 

い 相手の 折片の 表面に ある 錤 の 頭の 断面と 合わして 

みたり、 また 鋇の 頭に かすかに ついている ペンキ を 虫 

めがねで 吟味したり、 ここ いらはす つかり シャ ー ロッ 

ク • ホ— ル ムスの 行き方で あるが、 ただ 科学者の Y 教 

授が 小説に 出て 来る 探偵と ちがう の は、 このよう にし 

て 現品 調査で 見当 をつ けた 考え を あとから 一 々実験で 

確かめて 行った ことで ある。 それに は 機材と ほぼ 同様 

な 形 をした 試片を いろいろに 押し 曲げて へし 折って み 



な 考察から は 結局なん の 結論 も 出ない ようで ある。 こ 

のまと まらない 考察の 一 つの 収穫 は、 今まで 自分な ど 

机上で 考えて いたよう な 楽観的な 科学的 災害 防止 可能 

いち ま つ 

論に 対する 一抹の 懐疑で ある。 この 疑い を 解くべき か 

ぎ はま だ 見つからない。 これに ついて 読者の 示教 を 仰 

ぐ - J とが で きれば 幸い である。 

(昭和 十 年 七月、 中央 公論) 
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